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残業の上限

月45時間の法定化を

現在 の労働 時 間 に関する基準

・100時間 脳・心臓疾患発症前lヵ月の残業時間の過労死認定基準
・ 80時間 脳・心臓疾患発症前2ヵ月～6ヵ 月の残業時間の過労死認定基準
・ 600寺間 残業の割増賃金が5割以上になる時間
・ 45時間 大臣告示で示された残業時間の限度

,35時間 三菱電機の裁量労働制適用者の裁量手当額に相当する時間

月
４
５
時
間
を
超
え
る
危
険

性
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
を

上
回
る
残
業
を
容
認
す
る
こ

と

は
許

せ
ま

せ

ん
。

過
労

死
、
過
労
自
殺
を
く
り
か
え

さ
な

い
水
準
の
設
定
こ
そ
不

可
欠
で
す
。

「
大

臣

告

示

」

の

法

定

化

こ

そ

必

要

上
限
規
制
は
、
残
業

の
限

度
基
準
を
定
め

て
い
る
大
臣

告
一不
の
「
週

■
５
時
間
」

「月

４

５
時

間
」

「
年

３
６
０
時

間
」
を
法
定
化
す

る
こ
と

で

す
。
（関
連
２
ペ
ー
ジ
）

※

「特
別
条
項
」
と
は
、
繁
忙
期
を

理
由
に
労
使
協
定
中
に
、
あ
ら
か
じ

め
特
別
条
項

（月
上
限
）
を

「■
０

０
時
間
」
と
定
め
る
こ
と
で
、
限
度

時
間

「４
５
時
間
」
（大
臣
告
一Ｃ

を

超
え
て
■
０
０
時
間
の
時
間
外
労
働

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

残
業
上
限
過
労
死
ラ
イ
ン
超
え
、
月
１
０
０
時
間
も

■
政
府
は
、
「働
き
方
改
革
実
現

会
議
」
で
、
残
業
の
上
限
を
月
６

０
時
間
⌒年
７
２
０
時
間
Ｘ
繁
忙

期
は
月
８
０
時
間

⌒
２
ヵ
月
平

均
）～
１
０
０
時
間
ま
で
容
認
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

労
働
基
準
法
で
は
、
労
働

時

間

の
上
限
を

■
日
８
時

間
、
週
４
０
時
間
迄
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
働
か
せ

る
場
合
は
、
労
使

で

「三
六

（ざ
ぶ
ろ
く
）
協
定
」
を
結
ば

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

際
も
、
週
■
５
時
間
、
月
４

５
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を

上
限

（大
臣
告
示
）
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
繁
忙
期

に
は

「特
別
条
項
」
※
が
あ

り
、

こ
の
上
限
を
超
え
て
残

業
さ

せ

る
こ
と
が

可
能

で

す
。職

場
は
、
上
限

「月
４
５

時
間
」
（労
使
協
定
）
で
す
が
、
繁

忙
な
開
発

・
設
計
部
門
で
は
、

「
６
０
時
間
超
」
荏
別
条
３

が

常
態
化
し
て
い
ま
す
。

労
働
時
間

の
規
制

の
な

い

裁
量
労
働
制
の
労
働
者
は
、
ノ

ル

マ
達
成

の
た
め
に
８
０
時

間
～

■
０
０
時
間
超
え
に
追

い
込
ま
れ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

疾
患
、
過
労
死
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

月

４

５

時

間

超

え

れ

ば

「
発

症

」

も

厚
労
省

の
過
労
死
の
認
定

基
準
で
は

「発
症
前

■
力
月

な
い
し
６
カ
月
間
に
わ
た

っ

て
、

■
ヵ
月
当
た
り
お
お
む

ね
４
５
時
間
を
超
え
て
時
間

外
労
働
が
長
く
な
る
ほ
ど
、

業
務

と

発
症

の
関
連
性

が

徐

々
に
強
ま
る
」
と
銘
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
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労
働
時
間

の
適
正
な
把
握

の
た
め
に

厚
生
労
働
省
が
１
月
２
０
日
付
で
、
だ
し
た
「労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者

が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

一
部
を
要
約
し
て
、
い
」紹
介
し
ま
す
。

使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

伊

丹
市

千
僧

６
丁
目

２

１

８
　

串
電
話

０

７
２

（
７
８

「
）
０

「

２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
，
（７
８
１
）
２
８
４
２
　
〓
主
〓

ョ
■
ｏ
ｏ
」
ｏ
ｏ
◎
Ｏ
∽
バ
”
ω
〓
Φ
Ｆ
５
９
」
ｏ

労働時間の適正な把握のためのシステム 全社的に導入を |

●

そ

の

■

労
働
時
間

の
考
え
方

労
働
者
が
使
用
者

の
指
揮

命
令
下
に
あ
れ
ば
明
示
的
な

指
示
が
な
く
て
も
労
働
時
間

に
あ
た
る
。

た
と
え
ば
作
業
服

へ
の
着

替
え
な
ど
準
備
行
為
、業
務
終

了
後
の
清
掃
な
ど
後
始
末
、指

示
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
業
務
に

入
る
必
要
が
あ
る
待
機
時
間

（い
わ
ゆ
る
『
手
待
ち
時
間
し
、

参
加
義
務

の
あ
る
研
修
や
学

習
な
ど
も
労
働
時
間
に
あ
た

る
。

日
本
共
産
党
三
菱
電
機
伊
丹
委
員
会

●
そ
の
２

自
己
申
告
制
に

つ
い
て

使
用
者

の
講
ず
べ
き
措
置

①
職
場
の
入
退
場
記
録
や
パ

ソ
コ
ン
使
用
時
間
の
記
録
な

ど
、
自
己
申
告
時
間
と
著
し

く
か
い
離
が
あ
る
場
合
に
は

実
態
を
調
査
し
、
所
要
の
労

働
時
間
を
補
正
す
る
こ
と
。

②
自
主
申
告
し
た
労
働
時
間

を
超
え
て
事
業
場
内
に
い
る

時
間
に

つ
い
て
、
休
憩
や
自

主
的
な
研
修
、教
育
訓
練
、学

習
等
で
あ
る
た
め
労
働
時
間

で
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い

て
も
、
実
際
に
は
使
用
者

の

指
導
命
〈「下
に
あ
れ
ば
石
剛

時
間
と
し
て
扱
う
こ
と
。

③
使
用
者
は
、
労
働
者
が
自

己
申
告
で
き
る
時
間
外
労
働

の
時
間
数
に
上
限
を
設
け
、

上
限
を
超
え
る
申
告
を
認
め

な
い
等
、
労
働
者

の
適
正
な

申
告
を
阻
害
す
る
措
置
を
講

じ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

④
さ
ら
に
、
労
働
基
準
法

の

定
め
る
残
業
時
間
に
関
す
る

労
使
協
定

（
い
わ
ゆ
る
三
六
協

定
）
を
超
え

る
時
間
外
労
働

を

し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

記
録
上

こ
れ
を
守

っ
て
い
る
よ

う
に
見
せ
か
け
る
偽
装
が
な

い

か
確
認
す
る
こ
と
。

（ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

・
全
文
は
厚
生

労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）
　
　

　

　

以
上

三
菱
電
機
尼
崎
事
業
所

・

研
究
所

で
は
、
労
働
者
と
日

本
共
産
党

の
違
法
な
サ
ー
ビ

ス
残
業
是
正
の
た
た
か
い
を

通

じ

て
２
０
■
０
年
６
月
、

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に
よ
る
労
働
時

間
把
握
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
は
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
を
活
用
し
て
入
退
場
時
間

を
把
握
、
「自
主
申
告
」
し
て

い
る
労
働
時
間
と
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
で
把
握
し
た
在
場
時
間
の

記
録
を
照
合
し
、
著
し
く
か

い
離
が
あ
る
場
合
、
上
長
が

補
正
を
命
じ
、
時
間
外
労
働

分
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
。

「適
切
な
労
働
時
間
管
理

を
徹
底
す
る
」
（会
社
）
の
で

あ
れ
ば
、
「ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に

よ
る
労
働
時
間
把
握
シ
ス
テ

ム
を
全
社
的
に
導
入
す
べ
き

で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

４
野
党

の
　

　

‘

◇
長
時
間
労
働
規
制
法
案
◇

①
残
業
時
間
の
上
限
規
制
、
②

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

（連
続

休
息
時
間
）
制
度

の
導
入
、
③

裁
量
労
働
制

の
要
件

の
厳
格

化
④
労
働
時
間
管
理
簿
を
義

務
付
け
る
な
ど
―
。

民
進
、
共
産
、
自
由
、
社
民

の
４
党

は
共
同

で
国
会
に
提

出
し
て
い
ま
す
。


